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報
告
者　

小
檜
山
ル
イ
氏
（
東
京
女
子
大
学
教
授
）

論　

題　
「
知
識
人
」
と
「
家
庭
」
問
題―

文
化
生
活
運
動
を
ヒ
ン
ト
と
し
て

　

丸
山
眞
男
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
こ
と
を
何
も
言
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
指

摘
を
以
前
に
平
石
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
、
と
考
え

は
じ
め
た
。

　

と
い
う
の
は
、
明
治
初
年
以
来
、
多
く
の
「
知
識
人
」―
そ
れ
を
今
仮
に
、

サ
ル
ト
ル
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
知
識
を
持
ち
、
か
つ
、
公
的
な
発
言
力
・
影
響
力

を
行
使
す
る
人
と
理
解
す
る
と―

が
、
結
婚
や
家
族
／
家
庭
と
い
っ
た
ジ
ェ
ン

ダ
ー
色
の
濃
い
、
女
性
が
か
ら
む
問
題
を
正
面
か
ら
扱
っ
て
来
た
か
ら
だ
。
明
六

社
の
森
有
礼
、
中
村
正
直
、
福
沢
諭
吉
、『
女
学
雑
誌
』
の
巌
本
善
治
な
ど
が
す

ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
。
ま
た
、
徳
富
蘇
峰
の
民
友
社
が
『
国
民
之
友
』
と
『
家
庭
雑

誌
』、
対
抗
す
る
政
教
社
が
『
日
本
及
日
本
人
』
と
『
女
性
日
本
人
』
を
出
し
て

い
た
よ
う
に
、
女
性
に
関
係
す
る
問
題
群
を
扱
う
雑
誌
が
、
主
要
雑
誌
に
寄
り
添

う
よ
う
に
同
一
の
出
版
社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
例
は
、
戦
前
に
は
い
く
つ
も

あ
っ
た
。

　

明
治
以
降
の
「
知
識
人
」
は
、
西
洋
由
来
の
「
知
」
と
対
峙
す
る
こ
と
が
必
須

だ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
連
問
題
群
は
、
彼
ら

の
「
知
」
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
っ
た
。
特
に
キ
リ
ス
ト
教
を
通
じ
て
西
洋
に

接
近
し
た
場
合
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
発
の
女
性

化
し
た
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
り
、
主
婦
を
疑
似
聖
職
者
と
す
る
「
小
さ
な
教
会
」
と

し
て
の
「
家
庭
」
と
そ
の
よ
う
な
「
家
庭
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
公
（
お
お
や

け
）、国
家 （nation

） 

を
唱
道
し
て
い
た
か
ら
、「
女
性
」、「
結
婚
」、「
家
庭
」、「
子

供
」
と
い
っ
た
問
題
は
、
到
底
無
視
で
き
な
い
政
治
的
課
題
と
な
る
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
連
問
題
に
対
す
る
「
知
識
人
」
の
関
心
は
、
丸
山
眞
男
の
親
の

世
代
（
一
八
八
〇
年
前
後
生
ま
れ
）
に
お
い
て
、
頂
点
を
極
め
た
（
の
で
は
な
か

ろ
う
か
）。
こ
の
世
代
に
属
す
る
京
都
帝
国
大
学
教
授
厨
川
白
村
（
一
八
八
〇―

一
九
二
三
）
は
、『
近
代
の
恋
愛
観
』
を
書
い
て
、
一
世
を
風
靡
し
た
。
私
が
現

在
関
心
を
抱
い
て
い
る
の
は
、
森
本
厚
吉
、
吉
野
作
造
、
有
島
武
郎
と
い
う
同
世

代
ト
リ
オ
が
、
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
（
高
等
教
育
機
関
が

保
有
す
る
知
を
広
く
大
衆
に
開
放
し
よ
う
と
い
う
運
動
、
大
学
解
放
運
動
）
と
し

て
一
九
二
〇
年
以
降
展
開
し
た
「
文
化
生
活
運
動
」
で
あ
る
。
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森
本
、
吉
野
、
有
島
は
、
キ
リ
ス
ト
教
、
社
会
主
義
へ
の
シ
ン
パ
シ
ー
、
恋
愛
感

情
と
結
婚
の
接
合
と
い
う
問
題
意
識
、
物
質
的
生
活
水
準
の
向
上
と
「
家
庭
の
和

楽
」
あ
る
い
は
「
一
家
団
欒
」
へ
の
欲
望
等
を
共
有
し
、「
家
庭
」
に
お
け
る
日

常
生
活
の
豊
か
さ
（
物
質
的
か
つ
精
神
的
／
感
情
的
）
を
多
く
の
人
が
獲
得
す
る

こ
と
が
、「
平
等
」
を
促
進
し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
礎
を
築
く
と
考
え
て
い
た
よ

う
だ
。
特
に
森
本
は
、「
中
流
階
級
」
は
、
下
層
労
働
者
階
級
と
上
流
階
級
の
橋

渡
し
役
と
な
り
え
、
そ
の
豊
か
さ
と
拡
充
は
、
階
級
対
立
の
先
鋭
化
を
和
ら
げ
る

と
考
え
て
い
た
。
森
本
に
と
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
豊
か
さ
は
、
合
理
的
な
消
費
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
消
費
の
指
標
を
具
体
的
に
示
す
べ
く
、
や
が

て
「
文
化
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」
の
建
設
・
経
営
、
女
子
文
化
高
等
学
院
（
現
新
渡

戸
文
化
学
園
）
の
設
立
へ
と
邁
進
し
て
い
っ
た
。

　

森
本
厚
吉
を
中
心
と
す
る
「
文
化
生
活
運
動
」
以
降
、大
正
・
昭
和
前
期
に
「
文

化
」
の
独
特
な
用
法―

―

文
化
住
宅
、
文
化
村
、
文
化
鍋
、
文
化
包
丁
等
々―

が
流
行
し
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
森
本
的
主
張
は
、
大
衆
的
浸
透
力
を
持
ち
な

が
ら
、
一
般
に
は
俗
物
的
と
受
け
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
も
あ

る
。

　

と
ま
れ
、
太
平
洋
戦
争
前
ま
で
に
、
一
定
の
「
文
化
的
」
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

―

ど
う
い
う
家
に
住
み
、
ど
こ
に
住
み
、
ど
の
よ
う
な
妻
を
持
ち
、
ど
の
よ
う

な
家
庭
を
持
つ
か―

は
、「
中
流
」
の
模
範
た
る
「
知
識
人
」
の
構
成
要
素
の

一
つ
に
な
り
か
け
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
森
本
厚
吉
と
有
島
武
郎
の
揺

籃
の
地
、
札
幌
に
は
、「
桑
園
博
士
町
」、「
医
学
部
文
化
村
」
と
い
っ
た
北
海
道

帝
大
教
授
の
大
規
模
文
化
住
宅
が
集
ま
る
地
区
が
あ
っ
た
し
（
後
者
は
森
本
の
運

動
以
降
に
で
き
た
）、
吉
野
作
造
は
、
伊
豆
の
畑
毛
温
泉
で
別
荘
地
を
開
い
て
「
韮

山
別
荘
団
」
を
結
成
、
一
定
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
思
想
を
共
有
す
る
人
々
で
共

同
体
運
営
を
行
っ
た
。
法
政
大
学
の
教
員
の
間
で
「
法
政
大
学
村
」
と
呼
ば
れ
る

別
荘
地
が
で
き
た
の
も
一
九
二
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。

　

丸
山
眞
男
世
代
の
「
知
識
人
」
に
と
っ
て
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
わ
る
問
題
群
が
、

そ
の
視
野
か
ら
排
除
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
こ
の
世
代
の
特
徴
な
の
で

は
な
か
ろ
う
か
（
む
ろ
ん
例
外
も
あ
る
が
）。
こ
の
世
代
の
「
知
識
人
」、
あ
る
い

は
、
少
な
く
と
も
丸
山
に
と
っ
て
、「
家
庭
」
や
「
文
化
的
」
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

は
す
で
に
既
得
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ

る
占
領
と
女
性
の
地
位
の
向
上
で
、
女
の
問
題
は
戦
後
に
な
っ
て
は
じ
め
て
女
た

ち
に
委
譲
さ
れ
た
（
男
女
の
分
業
、
女
性
独
自
の
言
論
空
間
の
創
世―

ア
メ
リ

カ
で
は
一
九
世
紀
的
構
図
）
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
は
、
丸
山
世
代
の
男
性

の
多
く
は
、
軍
隊
経
験
を
し
て
い
る
か
ら
、
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
友
愛
の
強
化
に

よ
っ
て
、
女
性
を
巡
る
問
題
を
軽
視
す
る
気
風
が
養
わ
れ
た
と
い
う
推
測
も
で
き

る
。
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